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関
西
フ
ィ
ル
と

と
も
に
歩
む
会総会で報告す

る足立世話人

港
区
を
拠
点
と
す
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団

を
支
え
よ
う

と
活
動
す
る

関
西
フ
ィ
ル
と

と
も
に
歩
む
会

が
結
成
十
一

身近な演奏で地元楽団と市民が一体となった
関西フィルとともに歩む会 周年記念コン

サート ４月 日、弁天町オークホール

橋
田
青
矢
の

講座

ト
ン
イ
ポ
ン
ワ

画が
き

狂ょ
う

老
人

と
呼
ば
れ
た

葛か
つ

飾し
か

北ほ
く

斎さ
い

は
老
い
て
パ
ワ
ー
全

開
。
そ
の
代
表
作

冨ふ

嶽が
く

三
十

六
景

は
七
十
二
歳
（
雅が

号ご
う

は

為い

一い
つ

）
の
時
の
連
作
で
し

た
。
こ
れ
は
当
時
庶
民
に
広
ま

っ
て
い
た
冨
士
信
仰
を
背
景

に
、
版は

ん

元も
と

の
永え

い

寿じ
ゅ

堂
西
村
屋
与よ

八は
ち

か
ら
順
次
版
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
大
好
評
を
博
し
た
た
め
、

通
称

裏う
ら

冨
士

と
呼
ば
れ
る

十
図
を
追
加
、
計
四
十
六
図
で

完
結
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
超
名
作
揃ぞ

ろ

い
の
中
で
も

特
に
一
点
と
な
れ
ば
、

凱が
い

風ふ
う

快
晴

（
別
名

赤
冨
士

）

で
し
ょ
う
。
凱
風
と
は
初
夏
に

吹
く
南
風
の
こ
と
。
こ
の
図
で

は
冨
士
山
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
、
近
景
も
遠
景
も
あ

り
ま
せ
ん
。ベ
ロ
藍あ

い（
ベ
ル
リ
ン

製
の
化
学
合
成
顔が

ん

料り
ょ

のう

藍
色
）

で
表
現
さ
れ
た
紺こ

ん

碧ぺ
き

の
空
に
向

か
っ
て
超
然
と
そ
び
え
立
つ
霊れ
い

峰ほ
う

。
北
斎
の
大
自
然
へ
の
畏い

敬け
い

の
念
が
、
長
い
歳
月
を
越
え
て

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
に
続
く
二
作
も
白は

く

眉び

で
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
三
役
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は

山さ
ん

下か

白は
く

雨う

黒
冨
士

。
白
雨
と

は
夕
立
の
こ
と
。
中
腹
か
らふ

麓も
と

は
暗
雲
に
覆お

お

わ
れ
て
稲い

な

妻づ
ま

が
走

り
、
雷
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
。
一

方
、山
頂
の
向
こ
う
側
は
快
晴
。

冨
士
を
挟
ん
で
一
画
面
に
晴
天

と
雨
天
が
競
演
す
る
、
実
に
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
図
で
す
。

も
う
一
つ
は

神
奈
川
沖お

き

裏う
ら

浪な
み

浪
冨
士

（
本
連
載

で

掲
載
）
。
北
斎
の
描
く
波
は
増

殖
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
波
の
大

き
な
円
運
動
の
先
に
鎮ち

ん

座ざ

す
る

冨
士
。
動
と
静
、
近
と
遠
の
鮮

や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
ま

さ
に
画
狂
老
人
の
面め

ん

目も
く

躍や
く

如じ
ょ

。

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
家
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
は
こ
の
絵
に
霊
感
を
刺
激

さ
れ
、
交
響
曲

海

を
作
曲

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

橋
田
青せ

い

矢や

（

）

港
晴
在

住
の
染
色
工
芸
作
家
。
兵
庫
大

学
短
期
大
学
部
名
誉
教
授
。

日
展
会
友
。

日
本
現
代
工
芸

美
術
展
本
会
員
。
講
演
依
頼
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
は

六
五
七

三

〇
三
一
六
自
宅
ま
で
（
平

日
十
三

二
十
一
時
）
。

※
筆
者
多
忙
に
つ
き
次
号
よ

り
一
旦
連
載
を
休
止
し
ま
す
。

代
で
パ
ワ
ー
全
開
北
斎

代
表
作

冨
嶽
三
十
六
景

大
自
然
へ
の
畏
敬
を
描
出

葛飾北斎 冨嶽三十六景 から
凱風快晴 と 山下白雨

周
年
を
迎
え
、四
月
二
十
五
日
、

弁
天
町
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
で
総
会

と
記
念
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。会
員
や
フ
ァ
ン
約
百
人
が
、

活
動
の
一
層
の
発
展
を
願
い
な

が
ら
、
同
楽
団
員
に
よ
る
演
奏

を
楽
し
み
ま
し
た
。

演
奏
に
先
立
っ
て
総
会
が
開

か
れ
、
足
立
敏と

し

博ひ
ろ

・
代
表
世
話

人
（
磯
路
）
が
一
年
間
の
活
動

内
容
と
今
後
の
活
動
方
針
を
報

告
。

文
化
予
算
削
減
の
動
き

や
、
音
楽
の
土
台
と
な
る
平
和

の
こ
と
な
ど
、
社
会
的
な
問
題

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
関
西
フ
ィ

ル
の
沼
田
陽
一
さ
ん
（
フ
ル
ー

ト
奏
者
）と
田
渕
順
子
さ
ん（
ハ

ー
プ
奏
者
）
が
、
バ
ッ
ハ
な
ど

の
小
品
や
、

荒
城
の
月

な

ど
日
本
の
名
曲
を
演
奏
。
合
間

に
は
ハ
ー
プ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
色
々
な
奏
法
の
紹
介
や

参
加
者
に
よ
る
演
奏
体
験
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

★
文
化
予
算
削
ら
な
い
で

堺
市
か
ら
来
た
と
い
う
古
田

英え
い

子こ

さ
ん

は

ハ
ー
プ
と

フ
ル
ー
ト
が
こ
ん
な
に
も
美
し

く
溶
け
合
う
の
か
と
感
心
し
ま

し
た
。
こ
う
い
う
小
さ
な
演
奏

会
は
、
身
近
な
所
で
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
曲
な
ど
を
演
奏
し
て
下
さ

る
の
で
気
楽
に
楽
し
め
、
大
き

な
演
奏
会
と
は
ま
た
違
っ
た
魅

力
が
あ
り
ま
す
。
文
化
予
算
を

削
減
す
る
動
き
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
厳
し
い
時
こ
そ
皆
で
応

援
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

同
楽
団
は
一
九
七
〇
年
創

立
。
九
三
年
か
ら
弁
天
町
に
練

習
場
と
事
務
所
を
置
き
、
二
〇

〇
三
年
に
は

法
人
と
し

て
再
出
発
。
年
間
百
回
を
超
す

演
奏
会
を
こ
な
し
な
が
ら
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
に
至

る
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
質

の
高
い
演
奏
で
、
関
西
を
代
表

す
る
楽
団
に
成
長
。
子
供
た
ち

に
音
楽
の
楽
し
み
を
広
げ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
や
ピ
ー
ス

コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
協
力
も
。
文

化
予
算
削
減
が
言
わ
れ
る
中
、

公
的
助
成
の
充
実
と
草
の
根
の

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歩
む
会

に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
足
立
世
話
人
（

六
五
七
四

七
七
五
六
）ま
で
。

ハ
ー
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
参

加
者
に
よ
る
演
奏
体
験
も

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

六
月
七

日
（
日
）
十
八
時
か
ら
尼
崎
ア

ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（

六
四

八
七

〇
九
一
〇
）
で
開
催
の

ラ
イ
ブ

ザ
・
ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン

ズ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

出
演
。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー

・
ペ
ド
ロ
さ
ん

毎
月
第
一

・
三
木
曜
各
二
十
時
か
ら

ザ

・
セ
ラ
ー

（
中
央
区
西
心
斎

橋

六
二
一
二

六
四
三
七
）

で
フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ
。
世
代
や

ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
出
演

毎
月
第
三
火
曜

二
十
時
か
ら

か
つ
お
の
遊
び

場

（
中
央
区
宗
右
衛
門
町

〇
九
〇

五
八
八
二

七
〇
一 桐田勝治さん

ペドロさん

五
）
で
フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ

奇

数
月
第
三
日
曜
十
五
時
半
か
ら

天
満
寅
蔵

（
北
区
池
田
町

六
三
五
二

一
〇
九
一
）
で

フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ

六
月
九
日

（
火
）二
十
時
半
か
ら

ロ
ー
ジ

ー
（
中
央
区
西
心
斎
橋

六
二

一
三

三
九
九
九
）
で
開
催
の

ノ
ン
ジ
ャ
ン
ル
ラ
イ
ブ
出
演
。

●
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

代だ
い

田た

幸さ
ち

子こ

さ
ん

人
と
人
と
の

つ
な
が
り
や
身
近
な
人
へ
の
愛

を
シ
ン
プ
ル
で
自
在
な
メ
ロ
デ

ィ
に
乗
せ
ピ
ア
ノ
や
ギ
タ
ー
で

弾
き
語
る

五
月
三
十
日（
土
）

十
五
時
か
ら
旭
区
太
子
橋
今
市

カ
フ
ェ
ド
イ
ワ
ッ
コ

（

六
九
五
四

一
八
〇
九
）
で
ソ

ロ
ラ
イ
ブ

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル

バ
ム

へ
こ
む
な
（
花

お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
歌

へ
こ
む

な
！

絆き
ず
な

な
ど
十
二
曲
入

り
）
好
評
発
売
中
。

●
磯
路
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
・
フ
ク
ネ
コ
さ
ん

ピ
ア
ノ
時
々
ア
コ
ー
デ
オ
ン

弾
き
語
り

五
月
二
十
二
日

（
金
）谷
町
九
丁
目

ワ
ン
ド
ロ

ッ
プ
で
開
催
の
ラ
イ
ブ
出
演
。

●
市
岡
元
町
の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト

花
☆
キ
ャ
ラ

五
十
三

フクネコさん 代田幸子さん

安次嶺悟さん

三
十
歳
の
男
女
四
人
が
ボ
ー
カ

ル
と
ギ
タ
ー
、ベ
ー
ス
、エ
レ
ピ

で
生
活
に
根
ざ
し
た
前
向
き
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
ン
グ

五
月
十

四
日
（
木
）
二
十
時
半
か
ら
心

斎
橋
ロ
ー
ジ
ー
で
ラ
イ
ブ
出
演

五
月
二
十
三
日
（
土
）
十
九

時
半
か
ら
蛍
池

で
ラ

イ
ブ

プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
天
国

出
演

六
月
九
日
（
火
）
心
斎

橋
ロ
ー
ジ
ー
で
ラ
イ
ブ
出
演
。

二
枚
発
売
中
。
天
満
、
神

戸
新
開
地
な
ど
地
域
の
催
し
に

も
出
演
。

〇
九
〇

二
一
〇

二

九
五
五
〇
西
野
。

●
八
幡
屋
の
ピ
ア
ノ
バ
ー

五
月
二
十
四
日

（
日
）
、
気
鋭
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

安あ

次じ
み

嶺ね
さ

悟と
る

さ
ん
来
店
。
一
九
五

七
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
大
学
時

代
に
ピ
ア
ノ
を
始
め
プ
ロ
に
。

八
五
年
渡
米
、

で
修
行
。

帰
国
後
リ
ア
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ス
タ
ジ
オ
設
立
。
作
曲
・

編
曲
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
奏
者
・
音
楽
講
師
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

な
ど

で
活
躍
。
大
阪
音
楽
短
期
大
学

教
員
。
〇
五
年
中
山
正ま

さ

治は
る

ジ
ャ

ズ
大
賞
受
賞
。
ラ
イ
ブ
詳
細
は

下
の
広
告
参
照
。

花☆キャラの演奏風景
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